












はじめに

　種々の原因による知能障害の中で,Down 症は特異な先天性疾患として注目さ

れている。とくに 1959 年,Lejune により染色体異常が指摘されて以来,診断上

またその分類上に多くの進歩がみられる。

　しかし,疾患そのものの診断は確実になったにも拘らず,これに伴う種々の合

併症や生命の予後等に影響を及ぼす重篤な症状の早期発見と早期冶療は見逃さ

れ易く,とかくおくれがちとなる傾向にあることは否定できない。例えば,本症

に多いとされる心臓異常の合併,頸椎の異常,白血病の合併,免疫不全による感

染に対する抵抗減少などの対策,就中,それらの早期の発見が,本症そのものの

発見と共に重要な問題になりつつある。


